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1 , 26.2 及び 28.7 MeV において上記観測量の角度分布が測定され，入射エネルギー22から29MeV の
間で散乱角度 45~ 600 , 75 0, 1050 , 120 0, 135 0 及び 150 0において約 0.5 MeV の間隔で励起関数が
測定された。測定された偏極分解能と偏極度との差は顕著な入射エネ jレギー依存性を示すとともに，入
射エネノレギー 26.2 MeV において散乱角度 135 0 と 150 0 で50%以上の大きな値を示した。
測定結果を解析するため微視的及び巨視的歪曲波ボjレン近似とチャンネノレ結合法による計算が行なわ
れたが，いずれも測定結果を説明する乙とができなかった。他方，ブライトーウィグナー型の共鳴項を
含んだチャンネル結合法による計算は 24.1 MeV及び、 28.7 MeV の測定結果をよく説明した。乙の乙と
は，乙のような高いエネノレギー領域においても反応に共鳴過程が寄与している乙とを示している。求め

















度分布を測定し， 26.5 MeVC3/2) 及び 22.0MeVC 3/計)に共鳴巾 6.5 MeV 及び 2.0 MeV の巨大共
鳴を発見した。スピン反転非対称性の精密測定が，巨大共鳴状態の発見，その性質の同定及び異なった
反応機構の干渉効果の検出に新しい画期的方法であることを示した。
更にほとんど独力で C 1 )原子線型偏極イオン源の開発，実用化，製作，及び偏極粒子線の加速及び
それを用いた精密実験を行ったこと， ( 2 )実験結果が，直接反応と巨大共鳴経由の反応との干渉効果を強
く反映している乙とに着目し，詳細な数値解析を行い，それを証明した。よって本論文は理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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